
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「長期評価」 
既存の研究成果 

深層ボーリングデータ 
重力データ 
既存探査データ（表３） 

巨視的パラメータ 

三次元地下構造

モデルの構築 
（図３，表２，４） 

半経験的手法 
（統計的グリーン
関数法） 

理論的手法 
（差分法）（図１５）

震源モデルの特性化 
震源モデルの修正 

ハイブリッド合成法

接続周期：1.5秒 

国土数値情報 

経験的手法 
（距離減衰式） 

図８ 強震動評価の流れ 

距離減衰式と調和的 
   （図７） 
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ハイブリッド合成法
による「詳細法工学
的基盤」上の波形 
（図１４） 

工学的基盤の最大速度を算出 
 

「詳細法工学的基盤」の波形の最大速度を算出（図１６）

 

工学的基盤から地表へ 
の最大速度の増幅率 
（図５） 

地表の最大速度を算出（図１７） 

経験式による計測震度換算 

「簡便法」による 
 地表の震度分布 
 （図１８） 

「詳細法」による 
 地表の震度分布 
 （図６） 

※ 網掛けした処理は、「詳細法」の処理 


